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令和 4 年度寄附講座事業成果報告書 

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 実践地域診療・医科学分野） 

                                     

１ 概要 

 

 本寄附講座は、2015 年 11 月-2020 年 3 月まで JA 徳島厚生連阿南医療センターにおいて、地域医療支援

活動していた寄附講座「糖尿病・代謝疾患治療医学分野」を基盤として、発展改組の形をとって 2020 年 4 月 1 日

に実践地域診療・医科学分野として発足しました。現在、支援診療科目とスタッフを拡充し、糖尿病などの生活習

慣病・循環器疾患・血液疾患・消化器内科・外科疾患・乳腺および甲状腺疾患・放射線等画像診断に関して、阿南

医療センターでの外来診療や病棟診療などの包括的な総合診療支援業務を実施しています。また同センター内

に開設された阿南地域医療教育センターを拠点として、徳島大学の実習医学生・研修医および専攻医の効果的

なトレーニングを実施し、将来の地域医療を担う若手医師育成や、臨床研究の推進を活動目標としています（下

図）。 

 

構成員は、特任教授 4 名(糖尿病・内分泌代謝内科学：粟飯原賢一、循環器・不整脈学：添木武、消化器外科学：

吉川幸造、放射線医学：新家崇義)、特任准教授 4 名（糖尿病・内分泌代謝内科学：湯浅智之、同：乙田敏城、血液
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内科学：中村信元、消化器内科学：河野豊）、特任助教 1 名(胸部内分泌腫瘍外科学:坂本晋一)、技術補佐員

2 名(上元良子、関根明子)で活動しており、具体的な本講座の主要業務としては以下の 5つの点であります。 

 

① 包括的な地域医療に必要な人材を育成するための研修方法の開発 

② 限られた医療人材による効率的な地域医療のあり方に関する研究 

③ 地域住民の生活習慣病やそれに関連する循環器疾患の発症進展予防のための臨床基盤研究 

④ 地域での消化器疾患・血液疾患・内分泌腫瘍および各種癌患者の診断・治療技術向上のための研究 

⑤ 救急を含む急性期医療における地域動向解析と適切な診療技術や診療システムの開発 

 

 

２ 教育面 

 

(1) 卒前教育 

 徳島大学医学部医学科の学生に対して、各診療科におけるPBLチュートリアルコースの正副責任者として、コ

ース運営にあたっています。また、クリニカル・クラークシップにおいては、徳島大学病院の外来・病棟実習で指

導を行っています。地域医療学実習としては、対面実習期間においては 1班 3 名ずつの受け入れを行い、リハ

ビリ病棟での実習・訪問看護同行を行なって来ました。しかしながら新型コロナウイルス感染症の拡がりを受け

て、今年度は、動画視聴によるバーチャル実習と、レポート提出による評価を行ないました。また、徳島大学病

院でのクリニカルクラークシップ終了後の、指定学外実習、および選択実習についても医学科学生を受け入れ、

診療グループの一員として内科および外科領域の実習 (医学部生に対して、手術に実際に参加してもらい皮膚

縫合などを行ってもらっています) や症例報告書の発表指導および早朝のミニレクチャーを実施しています。 

 

(2) 卒後教育 

 徳島大学病院卒後臨床研修センターおよび徳島大学大学院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学教室、

消化器内科学教室、循環器内科学教室、胸部・内分泌・腫瘍外科学教室、消化器移植外科学教室、放射線医学

教室と連携し、初期研修医の教育や臨床指導を大学病院および阿南医療センターにおいて実施しています。さ

らに毎週水曜日に阿南地域医療教育センターにおいて寄附講座スタッフと阿南医療センター若手医師で抄読会

や症例検討会を実施しており、英語論文作成指導も個々に行なっています。 

 

 

３ 研究面 

 

本講座では、徳島大学病院と阿南医療センターの診療を通じて、基礎および臨床面での各診療領域での病態

解明と治療の開発研究を行うことを大きな使命としています。研究テーマとしては以下のものが進行中であり、

研究論文発表も行いました。 

 

<糖尿病・内分泌代謝内科学分野> 

(1) モデル動物及び臨床バイオマーカーの解析と糖尿病・代謝疾患病態および関連合併症の発症機序解明 

 遺伝子改変動物を用いて、代謝・循環改善薬の介入による代謝変化や動脈硬化症の予防効果の検証や病

態解明を行う他、受診患者さんの臨床サンプルや臨床データを解析することで、効果的な治療法の開発を目

指しています。 
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① インスリン抵抗性関連疾患群におけるインスリン受容体切断の意義 

インスリン作用が阻害されるインスリン抵抗性は、臨床医学的に糖尿病の病態を担う重要な要素であることが

広く認められています。さらに、糖尿病との関連が深い疾患においてもインスリン抵抗性がそれぞれの病態に

関わるとされていますが、その基盤となる共通の分子機構は見出されていません。これまで我々は独自の視点

で新たなインスリン抵抗性メカニズムの同定とバイオマーカーとしての可溶性インスリン受容体の意義について

検討してきており、糖尿病や妊娠期に認めるインスリン抵抗性に共通する分子基盤であることを見いだしてきま

した (Yuasa et al. BMJ Open Diabetes Res Care. 2021 Dec;9(2):e002467. )。現在、この分子機構が癌やアルツハ

マー病・肥満・肝疾患といったインスリン抵抗性関連疾患群に広く関わっている可能性を検証しています。 

 

②  糖尿病患者の非アルコール性脂肪肝疾患におけるヘパリンコファクターⅡ(HCⅡ)の意義 

近年、非アルコール性脂肪肝疾患(NAFLD)の病態が注目されており、肝硬変や肝臓癌への進行が大きな問

題になっており、NAFLDの罹病率は特に糖尿病患者で高率であることから、その進展や防御に関わる因子の解

析は、重要な臨床課題となっています。我々は、動脈硬化抑制効果やインスリン抵抗性抑制効果を有する HCⅡ

が、糖尿病患者における NAFLDの進展予防に寄与するという仮説を立て、305例の患者を対象に検証し、英語

論文として誌上発表致しました（Hara et al. J Atheroscler Thromb 2022 in press）。 

 

③ 慢性腎臓病と自然免疫の関係 

（基礎） 慢性腎臓病の発症要因となる腎組織における自然炎症反応の亢進には、自然免疫を担当するミエロイ

ド系細胞のオートファジー障害が関与するとの仮説に則り、ミエロイド系細胞特異的にオートファジー機能異常を

来す遺伝子改変マウスでの解析を進めています。当該マウスに脂肪酸結合アルブミンを投与する尿細管障害モ

デルを解析し、自然免疫担当細胞におけるオートファジーは、脂肪酸負荷による尿細管障害を和らげる役割を

果たしていることを見出しています。現在、オートファジーによる炎症性タンパク質の分泌制御機構を解析し、論

文投稿の準備中です。  

（臨床） SGLT2阻害薬の大規模臨床試験の結果では、糖尿病性腎臓病（DKD）症例の蛋白尿減少効果が認めら

れており、レニン・アンギオテンシン系阻害薬治療下でも、SGLT2阻害薬が蛋白尿を減少させる可能性が示され

ています。 SGLT2 阻害薬が抗炎症効果を発揮し蛋白尿減少効果をもたらすことを見出しており、その結果を、

論文投稿中です。現在は、DKD症例の血中・尿中galectin-3濃度を測定し、DKDにおいて galectin-3が演じる役

割を解析しています。 

 

(2) 生活習慣病患者における早期動脈硬化病変の検出と治療介入の効果検証 

受診患者さんの早期動脈硬化症の病態検出目的と心血管合併症発症や予後予測の強力なエビデンスを有

する血管内皮機能検査(FMD)の積極的な導入を行い、FMD の正常化を目指した病態解析や治療法の開発を

目指しています。我々は、セミオートマチックの FMD 測定装置を阿南医療センターと徳島大学病院に導入して

おり、血管内皮機能の改善や悪化に関与する臨床指標の解析を行っており、FMD検査の結果を患者さん個々

の診療にフィードバックすることで、生活習慣是正に活用しています。また FMDによる腎機能予後予測に関す

る検討を行い、英語論文として誌上発表しました (Masuda et al. J Atheroscler Thromb 2023 in press)。 

 

(3) 体組成解析を用いた骨格筋代謝および機能異常症における病態解析 
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高齢化社会において、フレイルは大きな臨床課題となっています。そこで主として糖尿病患者を対象に、骨格

筋代謝および機能異常症としてのサルコペニア・プレサルコペニア・ダイナペニアに関わる臨床指標の解析の

ために、InBody S10®による生体電気インピーダンス法(BIA：Bioelectrical Impedance Analysis）を用いた体組成解

析やレポートを用いた患者指導を行なっています。今回 BIA で測定した位相角と体外細胞水分比が糖尿病患

者における Hgb および Hct に独立して相関することを見出し、英語論文として誌上発表しました (Hori et al. 

Heliyon 2023 in press)。 

 

<血液内科学分野> 

(1) 各種疾患における口腔内免疫・細菌叢と各種臨床指標の相関に関する検討 

近年、常在細菌叢と各種疾患との関連が注目されている。口腔内には多数の常在菌が生息していると同時

に、唾液が消化液として分泌されるものの抗菌物質を多数含んでいることが知られています。このような常在

細菌叢や唾液中の抗菌物質と、各種疾患または病態との関連はほとんど知られていません。本研究では、当

院で診療中の患者において唾液を採取し、各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証して

います。 

 

(2) 造血器疾患における病態関連因子およびバイオマーカーの探索 

造血器腫瘍において、化学療法その他の再発例や初回治療療法抵抗例などは依然予後不良であるため、

病態に関連する因子の抽出は喫緊の課題です。また非腫瘍性疾患も多く存在し、ステロイドなどの免疫抑制

療法が試みられますが、治療反応は個体差が大きく、事前に予測が可能なバイオマーカーの同定も求められ

ています。造血器疾患の患者の検体を収集し、徳島大学血液内科の検体と併せて、新規の病態関連因子や

治療の反応性予測因子、および予後因子を見いだす検討を行っています。 

 

(3) 新型コロナワクチンの有効性・安全性の検討 

新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、人々の生命や生活、経済を脅かしている。抜本的解決策の

ひとつとして、ワクチン接種が世界中で開始されたが、臨床応用された世界初の mRNA ワクチンであり、その

有効性、安全性は十分には知られていません。新型コロナウイルスに対する抗体および製剤に含まれるポリ

エチレングリコールに対する抗体やその持続期間、また COVID-19 感染予防効果、ワクチンの副反応につい

て検討中です。 

 

<循環器内科学分野> 

臨床医として強い問題意識を持ち、ヒトでの臨床研究を推し進め、臨床での問題点を基礎研究により理論的に解

明していくという姿勢で、不整脈を中心とした循環器領域の基礎。臨床研究を行っています。 

 

(1) 慢性炎症としての心房細動の病態解明と治療法開発 

複数の凝固因子（プロテアーゼ）が血栓形成のみならず、さまざまな細胞に発現するプロテアーゼ活性化受容体

（PAR）を介して、炎症反応にも関与することが知られています。なかでも PAR-2 は主に Xa因子（FXa）によって

活性化されることが報告されています。我々は、FXa-PAR2経路が心房細動発症に寄与していることをPAR2欠

損マウスを用いて生理学的・生化学的に証明しました。さらに、PAR-2のリガンドである経口Xa阻害薬が抗炎症

作用を介して心房細動発症を抑制しうることを自然高血圧ラット用いて証明しました（論文掲載予定）。また、近年、

動脈硬化などの基盤として慢性炎症が関与していることが知られており、なかでも病原体センサーとしてのToll-

like 受容体（TLR）の関与が示唆されています。心房細動の基盤としても慢性炎症が関わっているとされていま

すが、TLRの関与などその詳細は不明のままです。そこで、我々は TLR9 欠損マウスを用いた基礎的アブロー
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チ、心房細動アブレーション症例のサンプルを用いた臨床的アプローチの両面により、TLR9 シグナルによる心

臓リモデリングと心房細動発生メカニズムの解明を進めています（研究成果の一部は学会・論文として発表）。 

 

(2) 心房細動発症の新たな予測因子の検討 

心房細動は頻度の高い不整脈でありその予防対策が肝要でありながら、簡便で有用性の高い予測因子はあり

ません。我々は、臨床背景、ホルタ―心電図指標、心エコー指標を総合的に評価した複合スコアにより心房細動

発症の予測が可能かを検討しています。現在までの検討では、年齢、上室性期外収縮1日総数、最大RR間隔、

左房径が独立して心房細動発症のリスクを高めることが判明し、これらの因子を点数化したスコアが高くなるに

したがって心房細動発症の発症率は高くなることを見出しました（論文にて発表）。さらに、12誘導心電図から右・

背中側誘導を算出した導出 18 誘導心電図という新技術を用いれば、既存の 12誘導心電図の P波より心房の

状態を正確に推測できる可能性があると推察されますが、過去にそのような報告はありません。そこで、我々は

導出18誘導心電図のP波と心房細動発症や左心房サイズとの関連を検証しています。 

 

(3) 心房細動・心不全患者におけるサルコペニアと各種臨床指標の相関に関する検討 

高齢者に見られる病的な筋肉量の低下はサルコペニアと称され、生理的予備能が低下するフレイルの状態に

つながるとともに、認知症や、心血管病、腎障害、貧血、免疫力低下などの疾患と密接な関係があることが明ら

かになってきました。しかしながら、サルコペニアと心房細動の発症・進展、認知症、心不全との関連については

十分に解明されていません。そこで、心房細動、心不全にて診療中の患者における体組成測定を行うことで、サ

ルコペニアの頻度の調査を行い、骨格筋量が各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証して

います。成果は国際学会でも発表し、現在英語論文の投稿準備中です。 

 

＜消化器内科学分野＞ 

脂肪肝モデルマウスを用いた健康食品の治療効果検討 

本邦では 40歳代の 2人に 1人の男性は検診時に脂肪肝と診断されるが、この脂肪肝は生活習慣の改善以外

に有効な治療薬はまだ存在しません。高脂肪食を給餌させたマウスに抗酸化ストレス作用のあるエゾウコギ

の根の抽出物を給餌すると、脂肪肝や線維化の改善効果を認めました。現在その詳細な機序解明を進めてい

ます。 

 

＜放射線医学分野＞ 

(1)  画像診断ナショナルデータベース実現のための研究開発 

日本医学放射線学会は、放射線医学が国民の健康と福祉の増進に寄与するために ICT（情報通信技術）化を推

進し、ビッグデータや人工知能を活用した医療の構造改革を実施しています。その一つとして 2016年より日本

医用画像データベース（J-MID）が始動していますが、2021 年からは徳島大学も北海道大学、愛媛大学とともに

新生J-MIDに加わり、現在は全国の主要16医療施設の新体制で大規模画像診断データベースの構築を行っ

ています。画像診断検査装置や検査オーダ―、撮影、診断のそれぞれに応じた医療技術、医療安全、医療被ば

く低減、医療の質の向上を目的とし、人工知能の開発や発展のための研究開発を目指しながら、現在画像デー

タベースの構築を進めています。 

 

(2) テクスチャ解析を用いた卵巣腫瘍や軟部腫瘍のMRI画像およびPET/CT画像の検証 

卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前に良性・境界悪性・悪性など組織型の画像診断の精度には限界があり、新たな画像

診断法の開発が望まれています。本研究では徳島大学病院産婦人科と整形外科と共同で、術前のMRIや

PET/CTなどの画像診断において、画像の質感を数値化できるテクスチャ解析や新たな撮像法を用いること
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で、卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前診断精度の向上が図れるかどうかを検証することを目指し、準備を進めていま

す。 

 

<学会発表> 

国際学会 

1 Tomoyo Hara, Mitsui Yukari, Masuda Shiho, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, Toshiki Otoda, Tomoyuki 

Yuasa, Akio Kuroda, Itsuro Endo, Munehide Matsuhisa, Masahiro Abe and Ken-ichi Aihara : Plasma heparin 

cofactor activity is inversely associated with the development NAFLD in patients with diabetes, American 

Diabetes Association 82nd Scientific Sessions, Jun. 2022. 

2 Hiroki Yamagami, Yasui Saya, Hosoki Minae, Hori Taiki, Tomoyo Hara, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, 

Shingen Nakamura, Toshiki Otoda, Tomoyuki Yuasa, Itsuro Endo, Masahiro Abe and Ken-ichi Aihara : Skin 

autofluorescence is associated with tubular injury represented by urinary excretion of liver-type fatty acid-

binding protein in patients with diabetes, American Diabetes Association 82nd Scientific Sessions, Jun. 

2022. 

3 Okushi Y, Kusunose K, Seno H, Takahashi T, Saijo Y, Ise T, Yamaguchi K, Yagi S, Yamada H, Soeki T, 

Wakatsuki T, Sata M：The Impact of Surveillance of Cancer Therapeutics-Related Cardiac Dysfunction by 

Periodic Echocardiography  

ASE 2022, Seattle, WA, 10～13 June 2022, Hybrid 

4 Takayoshi Shinya, Tomoki Matsushita, Ryota Mitsuhashi, Saya Matsuzaki, Hajime Onishi, Yuka Hiroshima, 

Yoichi Otomi, Michiko Kubo, Masafumi Harada : Usefulness of F-18 FDG PET/CT imaging in Hepatic 

Lesions,  13th Congress of the World Federation of Nuclear Medicine and Biology, Sep. 2022. 

5 Minae Hosoki, Hiroki Yamagami, Taiki Hori, Saya Yasui, Tomoyo Hara, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, 

Shingen Nakamura, Toshiki Otoda, Tomoyuki Yuasa, Itsuro Endo, Masahiro Abe and Ken-ichi 

Aihara : Pharmaceutical Influences on In-hospital Death in Patients with and Those without Diabetes at a 

Japanese General Hospital,  

The 29th Scientific Meeting of the International Society of Hypertension, Oct. 2022. 

6 Shiho Masuda, Tomoyo Hara, Hiroki Yamagami, Mitsui Yukari, Kiyoe Kurahashi, Sumiko Yoshida, Toshiki 

Otoda, Tomoyuki Yuasa, Shingen Nakamura, Akio Kuroda, Itsuro Endo, Munehide Matsuhisa, Masahiro 

Abe and Ken-ichi Aihara : Evaluation of Vascular Function for Prediction of Renal Prognosis in Japanese 

Patients with Lifestyle-Related Diseases, The 29th Scientific Meeting of the International Society of 

Hypertension, Oct. 2022. 

7 Akihiro Tani, Takeshi Soeki, Yuji Ozaki, Ken-ichi Aihara and Masataka Sata : Impact of Sarcopenia and Atrial 

Fibrillation on the Incidence of Heart Failure in Elderly Patients,  

The 29th Scientific Meeting of the International Society of Hypertension, Oct. 2022. 

 

国内学会 

1 堀太貴, 中村信元, 谷彰浩, 細木美苗, 安井沙耶, 宮田好裕, 山上紘規, 答島章公, 粟飯原賢一, 滝下

誠 : 血液疾患患者における新型コロナウイルスワクチン接種による抗体獲得能の検討 第119回日本内

科学会総会, 2022 年4 月. 

2 山上紘規, 中村信元, 谷彰浩, 細木美苗, 安井沙耶, 宮田好裕, 堀太貴, 答島章公, 粟飯原 一, 滝下

誠 : 自己免疫疾患における新型コロナワクチンによる抗体獲得能の検討 第119回日本内科学会総

会, 2022 年4 月. 

3 添木武、福田大受、佐田政隆：<学会企画シンポジウム> 動脈硬化の炎症性バイオマーカーの探求 血

管不全の生化学的診断指針の作成, 第 7回 日本血管不全学会 2022 年 4 月 17日（日）大阪 ハイブリ

ッド 
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4 ツェレンソノム ムンフツェツェゲ、八木秀介、伊勢孝之、福田大受、門田宗之、川端豊、楠瀬賢也、山口

浩司、山田博胤、添木武、若槻哲三、佐田政隆：動脈硬化性疾患の高リスク患者において大動脈弁の石

灰化と血清リポ蛋白との関連, 第 9回 日本心血管脳卒中学会学術集会 2022 年 4 月 23 日（土）徳島 

Web 

5 音見暢一, 新家崇義, 大塚秀樹, 原田雅史 : Frequency of FDG-avid supraclavicular lymph nodes and the 

number of FDG-avid lymph nodes on PET/CT after vaccination: COVID-19 vs. influenza,  第81回日本医

学放射線学会総会, 2022 年4 月. 

6 新家崇義, 岡田直子, 松下知樹, 松崎紗弥, 松元友暉, 音見暢一 , 久保典子 , 大塚秀樹, 原田雅

史 : Review of Multimodality Imaging in Small Bowel Tumors: a review of old and new techniques, 第81回日

本医学放射線学会総会, 2022 年4 月. 

7 吉川幸造, 島田光生, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：術前抗

がん剤治療を行った進行胃癌に対する低侵襲手術の有用性, 第122回日本外科学会定期学術集会  

2022 年4 月 

8 徳永卓哉, 齋藤裕, 杉本真樹, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 

山下祥子, 岩川陽介, 島田光生：経肛門アプローチを用いた腹腔鏡下側方郭清の手術手技と短期成績～

Hologramによるシミュレーションの有用性～, 第122回日本外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

9 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 高須千絵, 和田佑馬, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 山下祥

子：ロボット支援胃癌手術の短期・長期成績-ロボット vs腹腔鏡：プロペンシティスコアマッチ解析-, 第122

回日本外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

10 良元俊昭, 吉川幸造, 中尾寿宏, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 沖川昌平, 山下祥

子, 岩川陽介, 島田光生：青色LEDの腫瘍関連マクロファージ(TAM)および大腸癌細胞に対する効果, 第

122回日本外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

11 沖川昌平, 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 山下祥

子, 森根裕二：Duodenal-jejunal bypassの術後早期血糖抑制効果に関する検討, 第122回日本外科学会

定期学術集会  2022 年4 月 

12 山下祥子, 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊

昭, 岩川陽介：直腸癌の放射線化学療法における肥満細胞の役割, 第122回日本外科学会定期学術集

会  2022 年4 月 

13 武原悠花子, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 高須千絵, 柏原秀也, 和田佑馬, 良元

俊昭：腹腔鏡下スリーブ状胃切除における多職種介入術前減量プログラムの有用, 第122回日本外科学

会定期学術集会  2022 年4 月 

14 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：直腸癌

に対する TaTME併用ロボット支援下直腸切除術の有用性 - TaTME併用腹腔鏡下直腸切除術との比較

から–, 第122回日本外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

15 中尾寿宏, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 山下祥

子, 岩川陽介：大腸癌における Immunoscoreとフレイルの検討, 第122回日本外科学会定期学術集会  

2022 年4 月 

16 和田佑馬, 西正暁, 陳術海, 森根裕二, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 高須千絵, 良元俊昭, 

山下祥子, 岩川陽介, 島田光生：癌関連線維芽細胞の糖代謝を標的とした治療法の開発, 第122回日本

外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

17 松崎慶仁, 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 高須千絵, 和田佑馬, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊

昭：ALS患者の胃癌２切除例, 第122回日本外科学会定期学術集会  2022 年4 月 

18 門田宗之、楠瀬賢也、八木秀介、川端豊、西條良仁、松浦朋美、伊勢孝之、山口浩司、山田博胤、添木

武、若槻哲三、佐田政隆：<若手研究者奨励賞（YIA）>慢性心不全におけるサクビトリル/バルサルタンの
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ナトリウム利尿ペプチドに対する急性反応の検討, 第 120回日本循環器学会 中国・四国合同地方会 

2022 年 5 月 28日(土)～29日(日)広島 

19 高橋里加子、門田宗之、伊勢孝之、西條良仁、川端豊、松浦朋美、楠瀬賢也、山口浩司、八木秀介、山

田博胤、添木武、若槻哲三、佐田政隆： 免疫抑制療法の導入により心機能が劇的に改善した巨細胞性

心筋炎の一例, 第 120回日本循環器学会 中国・四国合同地方会 2022 年 5 月 28日(土)～29日(日)広

島 

20 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 髙須千絵, 和田佑馬, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭：ロボット

胃癌手術における工夫-Left handed LCS techniqueとPincer approach for gastro-splenic ligament-, 第76

回手術手技研究会  2022 年5 月 

21 中村信元, 堀太貴, 細木美苗, 安井沙耶, 山上紘規, 滝下誠, 答島章公, 粟飯原賢一 : 血液疾患，自己免

疫疾患における新型コロナワクチン接種後の抗体獲得能の検討,  

第96回日本感染症学会総会, 2022 年5 月. 

22 乙田敏城, 湯浅智之, 関根明子, 上元良子, 森博康, 原倫世, 田蒔基行, 玉置俊晃, 松久宗英, 粟飯原賢

一 : SGLT2 阻害薬投与による蛋白尿減少および炎症抑制効果の検討, 第 65 回日本糖尿病学会年次学

術集会, 2022 年5 月. 

23 山上紘規, 細木美苗, 堀太貴, 安井沙耶, 中村信元, 谷口達哉, 乙田敏城, 湯浅智之, 添木武, 粟飯原賢

一 : Skin Autofluorescenceの糖尿病性腎臓病における臨床的意義の解析, 第65回日本糖尿病学会年次

学術集会, 2022 年5 月. 

24 細木美苗, 山上紘規, 安井沙耶, 堀太貴, 中村信元, 乙田敏城, 湯浅智之, 粟飯原賢一 : 当院10 年間にお

ける死亡患者の年齢・死因および併存合併症における糖尿病と治療薬剤の影響,  第65回日本糖尿病学

会年次学術集会, 2022 年5 月. 

25 中村信元, 堀太貴, 中村昌史, 住谷龍平, 大浦雅博, 曽我部公子, 丸橋朋子, 高橋真美子, 藤井志朗, 三

木浩和, 原田武志, 粟飯原賢一, 安倍正博 : 形質細胞異常症患者におけるSARS-CoV-2 に対する

mRNAワクチンの液性免疫応答の評価(Humoral response of the mRNA vaccine against SARS-CoV-2 in 

patients with plasma cell dyscrasia), International Journal of Myeloma, Vol.12, No.3, 199, 2022 年5 月 

26 坂本晋一，河北直也，鳥羽博明，宮本直輝，高嶋美佳，川上行奎，近藤和也，滝沢宏光：ILD-GAP indexを

用いた間質性肺炎合併肺癌の治療戦略－予後因子に基づく層別化治療－, 第39回日本呼吸器外科学

会学術集会2022 年5 月20－21 日  

27 坂本晋一，河北直也，鳥羽博明，宮本直輝，高嶋美佳，川上行奎，近藤和也，滝沢宏光：Endobronchial 

Watanabe Spigotを用いて喀血を制御し得た 3例, 第45回日本呼吸器内視鏡学会学術集会2022 年5 月

27－28日  

28 林昌晃、添木武、玉上大暉、野田康裕、森西啓介、近田優介、松本和久、松浦朋美、大西芳明、佐田政

隆: 心房細動アブレーション時の鎮静不安定化に寄与する因子の検討, 第 68回日本不整脈心電学会

学術大会 2022 年 6月 8日（水）～11 日（土） 横浜 

29 徳永卓哉, 杉本真樹, 齋藤裕, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊

昭, 島田光生：経肛門アプローチ併用ハイブリッド側方リンパ節郭清に対するホログラムの有用性, 第

31回日本コンピュータ外科学会大会  2022 年 6月 

30 Yoshimoto T, Tokunaga T, Saito Y, Kashihara H, Yoshikawa K, Nakao T, Nishi M, Takasu C, Wada Y, 

Yamashita S, Iwakawa Y, Shimada M：Intraoperative holographic image-guided lateral pelvic lymph node 

dissection in a transanal approach for rectal cancer 

CARS  2022 年 6月 

31 吉川幸造, 島田光生, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 山下

祥子：進行胃癌に対するロボット支援胃切除術の有用性とピットフォール 

第 47回日本外科系連合学会学術集会  2022 年 6月 
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32 和田佑馬, 吉川幸造, 西正暁, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 髙須千絵, 柏原秀也, 良元俊昭, 島田光生：進行

胃癌に対するロボット支援下胃切除術の有用性, 第 117回例会日本消化器病学会四国支部  2022 年

6月 

33 徳永卓哉, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 島田光生：直腸癌

に対する TaTME併用ロボット支援下直腸切除術の有用性, 第31回日本癌病態治療研究会  2022 年6

月 

34 原倫世, 山上紘規, 三井由加里, 倉橋清衛, 吉田守美子, 乙田敏城, 湯浅智之, 黒田暁生, 遠藤逸朗, 松

久宗英, 粟飯原賢一 : 糖尿病患者における血漿Heparin Cofactor II活性とNAFLD病態指標の連関解

析,  第8回肝臓と糖尿病・代謝研究会, 2022 年6月. 

35 堀太貴, 中村信元, 谷彰浩, 細木美苗, 安井沙耶, 宮田好裕, 山上紘規, 辻誠士郎, 粟飯原賢一, 滝下

誠 : 初発時にヘルペスウイルス属の再活性化と中枢浸潤を伴い急速に悪化した成人T細胞白血病リン

パ腫の 1例, 第126回日本内科学会四国地方会, 2022 年6月. 

36 中村信元, 堀太貴, 細木美苗, 安井沙耶, 山上紘規, 赤澤啓人, 滝下誠, 粟飯原賢一 : 新型コロナワクチン

接種後に発覚した自己免疫性出血病FXIII/13,  

第126回日本内科学会四国地方会, 2022 年6月. 

37 松下知樹, 笠井嘉人, 新家崇義, 武藤浩平, 土師正太郎, 和泉唯信, 原田雅史 : 低Na血症を伴った抗

LGI1抗体陽性辺縁系脳炎の一例, 第136回日本医学放射線学会中国・四国地方会, 2022 年6月. 

38 河野豊： 非アルコール性肝疾患(NAFLD)に対するエゾウコギエキスの基礎的検討. 第58回日本肝臓学

会総会、2022 年6月 

39 根岸佑典、門田宗之、山口浩司、山田博胤、折野逸人、太田啓太、吉田知哉、宮本亮太、坂東遼、Rovert 

Zheng、瀬野弘光、高橋智紀、西條良仁、上野理絵、原知也、川端豊、松浦朋美、伊勢孝之、楠瀬賢也、八

木秀介、添木武、若槻哲三、田蒔昌憲、佐田政隆：腎動脈拡張術により心不全の著名な改善を認めた

Cardiac Disturbance syndrome の 1例, 第265回徳島県医学学術集会 2022 年7月31 日（日）徳島 

40 八木秀介、伊勢孝之、門田宗之、川端豊、原知也、上野理絵、西條良仁、松浦朋美、楠瀬賢也、山口浩

司、山田博胤、添木武、若槻哲三、佐田政隆: 

パンデミック下の臨床実習におけるオンライン医学教育の実際と問題点, 第265回徳島県医学学術集会 

2022 年7月31 日（日）徳島 

41 松崎慶仁、西條良仁、伊勢孝之、太田啓太、折野逸人、吉田知哉、根岸佑典、宮本亮太、坂東遼、Rovert 

Zheng、瀬野弘光、高橋智紀、上野理絵、門田宗之、原知也、川端豊、松浦朋美、楠瀬賢也、山口浩司、八

木秀介、山田博胤、添木武、若槻哲三、佐田政隆:急性A型大動脈解離をきたしたMarfan症候群の一例, 

第265回徳島県医学学術集会 2022 年7月31 日（日）徳島 

42 吉川幸造, 島田光生, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 山下祥

子：胃癌播種診断におけるCTスコアリングシステムを用いた診断率改善の試み, 第77回日本消化器外

科学会総会  2022 年7月 

43 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 髙須千絵, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 和田佑馬, 山下祥

子：上部胃癌に対するロボット支援胃癌手術の工夫, 第77回日本消化器外科学会総会  2022 年7月 

44 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 山下祥

子：腹腔鏡下スリーブ状胃切除術後長期効果に影響を及ぼす因子に関する検討, 第77回日本消化器外

科学会総会  2022 年7月 

45 和田佑馬, 島田光生, 西正暁, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 髙須千絵, 柏原秀也, 良元俊昭, 岩川陽

介：腹腔鏡下胃癌手術における術前栄養リハビリ介入の有用性, 第77回日本消化器外科学会総会  

2022 年7月 
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46 良元俊昭, 吉川幸造, 中尾寿宏, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 沖川昌平, 島田光

生：大腸癌腫瘍関連マクロファージに対する青色LEDの効果, 第77回日本消化器外科学会総会  2022

年7月 

47 徳永卓哉, 杉本真樹, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 島田光

生：Hologramによるシミュレーションを用いた経肛門的側方リンパ節郭清, 第77回日本消化器外科学会

総会  2022 年7月 

48 岩川陽介, 西正暁, 和田佑馬, 島田光生, 吉川幸造, 中尾寿宏, 徳永卓哉, 髙須千絵, 柏原秀也, 良元俊

昭：胃GISTに対するLECSの検討 -腫瘍径5㎝以上に対するLECS-, 第77回日本消化器外科学会総

会  2022 年7月 

49 西正暁, 陳術海, 森根裕二, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 

島田光生：CAFの糖代謝を標的とした治療法の開発-フラボノイド（EGCGとSudachitin）の可能性-, 第265

回徳島医学会学術集会  2022 年7月 

50 米田健一, 金子遥祐, 河田沙紀, 森建介, 谷彰浩, 辻誠士郎, 湯浅智之, 乙田敏城, 中村信元, 粟飯原賢

一 : SGLT2阻害薬内服中のシックデイ対応困難が契機となり，糖尿病性ケトアシドーシスを認めた認知症

高齢2型糖尿病の 1例, 第265回 徳島医学会学術集会, 2022 年7月. 

51 桝田志保, 原倫世, 三井由加里, 倉橋清衛, 吉田守美子, 乙田敏城, 湯浅智之, 黒田暁生, 遠藤逸朗, 松

久宗英, 粟飯原賢一 : 生活習慣病患者の eGFR年間変化量予測における血管内皮機能の意義, 第54回

日本動脈硬化学会総会・学術集会, 2022 年7月. 

52 細木美苗, 山上紘規, 安井沙耶, 堀太貴, 中村信元, 乙田敏城, 湯浅智之, 粟飯原賢一 : 当院10 年間にお

ける死亡患者の年齢・死因および併存合併症における糖尿病と治療薬剤の影響, 第22回日本糖尿病イン

フォマティクス学会年次学術集会, 2022 年8月. 

53 金子遥祐, 河田沙紀, 森建介, 辻誠士郎, 湯浅智之, 乙田敏城, 井上善雄, 粟飯原賢一 : 多発肺転移・腹腔

内リンパ節腫脹を契機に診断に至ったPSA陰性の進行前立腺癌の一例,  日本内分泌学会第22回 四

国支部学術集会, 2022 年9月. 

54 岡田直人, 中村信元, 清水太郎, 安藤英紀, 相澤風花, 新村貴博, 八木健太, 合田光寛, 石田竜弘, 石澤

介 : 免疫不全リスクを有する患者における 新型コロナワクチンによる抗体獲得能に 関連する因子の検

討, 第32回日本医療薬学学会, 2022 年9月. 

55 笠井嘉人, 音見暢一, 松下知樹, 大西一, 三橋遼太, 松崎紗弥, 東航平, 廣島由夏, 榎本英明, 新家崇義, 

大塚秀樹, 原田雅史 : 甲状腺様濾胞状腎細胞癌の一例, 第58回日本医学放射線学会秋季臨床大

会, 2022 年9月. 

56 中尾寿宏, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：腹腔鏡

下結腸癌手術における体腔内吻合の短期成績, 第97回中国四国外科学会総会  2022 年9月 

57 高須千絵, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 徳永卓哉, 柏原秀也, 和田佑馬, 良元俊昭, 髙橋叡, 島田光生：

腹腔鏡下胃切除における幽門下リンパ郭清困難性の術前評価, 第97回中国四国外科学会総会  2022

年9月 

58 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 和田佑馬, 高須千絵, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭：腹腔鏡

下胃切除における幽門下リンパ郭清困難性の術前評価, 第97回中国四国外科学会総会  2022 年9月 

59 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 高須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：下部直

腸癌に対するTaTME併用ロボット支援下直腸切除術(Hybrid robotic surgery) の有用性, 第97回中国四

国外科学会総会  2022 年9月 

60 和田佑馬, 西正暁, 森根裕二, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 高須千絵, 柏原秀也, 良元俊昭, 島田光

生：癌関連線維芽細胞における糖代謝に着目した治療法の可能性, 第81回日本癌学会学術集会  2022

年9月 
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61 大櫛祐一郎、楠瀬賢也、瀬野弘光、高橋智紀、西條良仁、伊勢孝之、山口浩司、八木秀介、山田博胤、添

木武、若槻哲三、佐田政隆: 心エコー検査によるサーベイランスのがん治療関連心筋障害への影響, 第

5回日本腫瘍循環器学会学術集会 2022 年9月17日～18日 Web 

62 吉田知哉、若槻哲三、山木浩二、西條良仁、川端豊、伊勢孝之、楠瀬賢也、 八木秀介、山田博胤、添木

武、佐田政隆: 冠動脈入口部および鎖骨下動脈に特徴的な血管内超音波所見を認めた高安動脈炎の 2

例, 第70回日本心臓病学会学術集会 2022 年9月23 日（金）～25 日（日）京都 

63 中村信元, 堀太貴, 谷彰浩, 細木美苗, 安井沙耶, 宮田好裕, 山上紘規, 滝下誠, 粟飯原賢一 : 新型コロナ

ワクチン接種後に vaccine-induced immune thrombotic thrombocytopeniaを疑われた症例, 日本老年医学

会雑誌, Vol.59, No.4, 594, 2022 年10 月. 

64 Takahashi Mamiko, Shingen Nakamura, Kondo Shin, Nakamura Masafuumi, Ryohei Sumitani, Masahiro Oura, 

Kimiko Sogabe, Takeshi Harada, Shiroh Fujii, Hirokazu Miki and Masahiro Abe: Importance of skeletal muscle 

mass during chemotherapies in patients with hematological malignancies, JSH2022, Oct. 2022. 

65 徳永卓哉, 島田光生, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 髙橋叡：

他臓器浸潤直腸癌に対するTpAPR手術手技, 第77回日本大腸肛門病学会学術集会  2022 年10 月 

66 柏原秀也, 徳永卓哉, 島田光生, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：下部直

腸癌に対するTaTME併用ロボット支援下直腸切除術(Hybrid robotic surgery)の有用性, 第77回日本大腸

肛門病学会学術集会  2022 年10 月 

67 吉川幸造, 島田光生, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：胃全摘

出術における術後パスの有用性―PSMによる解析―, 第60回日本癌治療学会学術集会  2022 年10

月 

68 中尾寿宏, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 髙橋叡：

大腸癌における Immunosoreと Frailの相関, 第60回日本癌治療学会学術集会  2022 年10 月 

69 和田佑馬, 島田光生, 西正暁, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 髙須千絵, 柏原秀也, 良元俊昭：局所進

行直腸癌における術前化学放射線療法において ADC値の有用性, 第60回日本癌治療学会学術集会  

2022 年10 月 

70 徳永卓哉, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 髙橋叡, 島田光生：

ハイブリッド側方リンパ節郭清手技と短期成績～ホログラムシミュレーションの有用性～, 第60回日本癌

治療学会学術集会  2022 年10 月 

71 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 髙須千絵, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 和田佑馬, 良元俊昭：上部胃

癌に対するロボット手術の工夫 Pincer approach to gastrosplenic ligament, 第60回日本癌治療学会学術

集会  2022 年10 月 

72 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：下部直

腸癌に対するTaTME併用ロボット支援下直腸切除術の有用性, 第60回日本癌治療学会学術集会  

2022 年10 月 

73 良元俊昭, 吉川幸造, 中尾寿宏, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 髙橋叡, 島田光生：

大腸癌手術における予後因子としての Frailの意義, 第60回日本癌治療学会学術集会  2022 年10 月 

74 Yoshikawa Kozo, Shimada Mitsuo, Nishi Masaaki：The usefulness of robotic surgery for advanced gastric 

cancer, JDDW  2022 年10 月 

75 新家崇義 : 肺癌診療におけるPET診断, 第5回中国四国胸部放射線研究会, 2022 年10 月. 

76 森建介, 河田沙紀, 金子遥祐, 谷彰浩, 辻誠士郎, 中村信元, 乙田敏城, 湯浅智之, 添木 武, 粟飯原賢

一 : 2型糖尿病患者の骨格筋異常におけるGNRIスコアの意義, 日本糖尿病学会中国四国地方会第60

回総会, 2022 年11 月. 
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77 原倫世, 倉橋清衛, 濱野裕章, 吉田守美子, 乙田敏城, 湯浅智之, 黒田暁生, 遠藤逸朗, 松久宗英, 粟飯

原賢一 : デュラグルチド使用中患者の HbA1c管理に影響を与える因子の検討, 日本糖尿病学会中国四

国地方会第60回総会, 2022 年11 月. 

78 河田沙紀, 金子遥祐, 森建介, 谷彰浩, 辻誠士郎, 湯浅智之, 乙田敏城, 戸田直紀, 粟飯原賢一 : 咽後膿

瘍を発症した未治療糖尿病の 1例, 日本糖尿病学会中国四国地方会第60回総会, 2022 年11 月. 

79 西正暁, 髙須千絵, 森根裕二, 吉川幸造, 徳永卓哉, 和田佑馬, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 島田光

生：漢方とBacterial translocation-大建中湯の消化管疾患に対する多面的効果の検討-, 第35回日本外

科感染症学会総会学術集会  2022 年11 月 

80 中尾寿宏, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：大腸癌

における Immunoscoreと Frailの相関についての検討, 第33回日本消化器癌発生学会総会  2022 年

11 月 

81 徳永卓哉, 良元俊昭, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 髙橋叡, 島田光生：

腫瘍関連マクロファージおよび大腸癌に対する 青色LEDの効果, 第33回日本消化器癌発生学会総会  

2022 年11 月 

82 西正暁, 陳術海, 森根裕二, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 

島田光生：CAFの糖代謝を標的とした治療法の開発 -フラボノイド（EGCGとSudachitin）の可能性-, 第33

回日本消化器癌発生学会総会  2022 年11 月 

83 吉川幸造, 島田光生, 西正暁, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 髙須千絵, 柏原秀也, 和田佑馬, 良元俊昭：腹腔鏡

下胃癌手術における術前栄養リハビリ介入の有用性, 第52回胃外科・術後障害研究会  2022 年11 月 

84 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：直腸癌

に対する TaTME併用ロボット支援下直腸切除術(Hybrid robotic surgery)の有用性, 第118回日本消化器

病学会四国支部例会  2022 年11 月 

85 徳永卓哉, 島田光生, 吉川幸造, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭, 髙橋叡：

他臓器浸潤を伴う直腸癌に対する経肛門アプローチの有用性, 第84回日本臨床外科学会総会  2022

年11 月 

86 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 髙須千絵, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 和田佑馬, 柏原秀也, 良元俊昭：上部胃

癌に対するロボット支援胃癌手術の定型化- Left-handed LCS and pincer app roach –, 第84回日本臨床

外科学会総会  2022 年11 月 

87 吉川幸造, 島田光生, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：胃全摘

出術における術後パスの有用性―PSMによる解析―, 第84回日本臨床外科学会総会  2022 年11 月 

88 中尾寿宏, 吉川幸造, 徳永卓哉, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭： 

腹腔鏡下結腸癌手術における体腔内吻合の短期成績, 第84回日本臨床外科学会総会  2022 年11 月 

89 柏原秀也, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 良元俊昭：直腸癌

に対する TaTME併用ロボット支援下直腸切除術(Hybrid robotic surgery)の有用性, 第84回日本臨床外科

学会総会  2022 年11 月 

90 和田佑馬, 西正暁, 島田光生, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 髙須千絵, 柏原秀也, 良元俊昭：局所進

行直腸癌に対する術前化学放射線療法におけるADC値の有用性, 第84回日本臨床外科学会総会  

2022 年11 月 

91 良元俊昭, 吉川幸造, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 西正暁, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 髙橋叡, 島田光生：

DST吻合における吻合部血流不全のリスク因子および追加切除例の検討, 第84回日本臨床外科学会総

会  2022 年11 月 

92 添木武: <会長企画・基調講演> 不整脈診療の魅力とは？, 第2回日本不整脈心電学会中国・四国支部地

方会 2022 年11 月5 日（土）徳島 
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93 大谷啓太、添木武、松浦朋美、佐田政隆: 心外膜側伝導を介して両心房の関与が推定された心房頻拍の

1例, 第2回日本不整脈心電学会中国・四国支部地方会 2022 年11 月5 日（土）徳島 
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４ 診療面 

 

(1) 徳島大学病院での診療 

①  内分泌・代謝内科 

本講座特任教授の粟飯原は、再来外来診療を月 1 回（第 4 木曜日）、担当しており、糖尿病および内分泌・

代謝疾患（間脳下垂体疾患・甲状腺疾患・副甲状腺疾患・副腎疾患・脂質異常症・高血圧症・尿酸代謝異常な

ど）の専門診療を行っています。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフ

のサポートを得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

②  血液内科 
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徳島大学病院血液内科において、本講座特任准教授の中村は外来診療を週 1回（木曜日）、担当しており、

血液疾患やHIV感染症などの専門診療を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・

紹介受診が可能です。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフのサポー

トを得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

③  循環器内科 

本講座特任教授の添木は外来診療を週1回（火曜日）、担当しており、循環器、特に不整脈領域の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。また、入院加療と

しては、不整脈チームのチーフとして、頻脈性不整脈に対するカテーテルアブレーション、徐脈性不整脈・致死

性不整脈に対するペースメーカー・植込み型除細動器（ICD）植込み術、難治性心不全に対する心臓再同期療

法（CRT）などの高度医療に携わっています。   

④  消化器内科 

本講座特任准教授の河野は、外来診療を週 1 回（金曜日）担当しており、消化器、特に肝臓疾患の専門診

療を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。肝炎の原因診

断および治療、肝癌のインターベンション治療（ラジオ波焼灼術、肝動脈塞栓術）や化学療法を行っています。 

⑤  食道・乳腺甲状腺外科 

  本講座特任助教の坂本は木曜日に甲状腺外来を担当しています．再来患者さんの診療に加え、新患患者さ

んの予約・紹介受診が可能です．甲状腺に関しては、内分泌・代謝内科，放射線治療科と連携のもと，良性疾患

から悪性腫瘍まで幅広く診療に当たっています。手術は月曜日・水曜日に肺癌手術を、火曜日に甲状腺手術を

主に行っております。肺癌領域ではロボットを用いた低侵襲手術を積極的に導入しております。 

⑥  放射線科 

本講座特任教授の新家は、月・火・水曜日は午前・午後、木曜日は午後、金曜日は午前に外来診療を担当し

ています。全身の臓器に生じる、良性病変から悪性腫瘍まで幅広い疾患を対象としており、CTやMRI、核医学

、PET/CTなどマルチモダリティな総合画像診断を行い、読影レポート作成を行っております。 

⑦ 消化器外科 

本講座特任教授の吉川は月曜日に外来を担当しています。手術は火曜日・木曜日に胃癌手術を主に行っ

ており、最近ではロボットを用いた低侵襲手術を積極的に導入しています。また肥満症に対する減量手術も行

っており、内科的な治療が困難な症例に対して内分泌内科と連携しながら治療をおこなっています。 

 

 

(2) JA 徳島厚生連阿南医療センターでの診療 

阿南医療センターでは、下表のスケジュールで初診および再来患者の外来診療を担当し、入院治療は常

勤医と連携しながら行なっています。また循環器内科では、心房細動や発作性上室性頻拍に対するカテーテル

アブレーション、徐脈性不整脈に対するペースメーカー植込み術、植込み型心電計、経食道心エコーなどの特

殊検査も施行しています。このように、地域においても徳島大学病院と同様に高度な循環器診療を受けられるシ

ステムづくりを目指しています。血液内科では、外来での積極的な外来化学療法の他、必要に応じて入院診療

を行っております。消化器内科では、ウイルス肝炎の診断・治療や、肝癌で入院が必要な患者さんは、徳島大

学消化器内科と連携して治療を行っています。 

 

 月 火 水 木 金 

糖尿病内科・ 

内分泌代謝内科 
湯浅 智之 乙田 敏城 

湯浅 智之 

粟飯原 賢一 
乙田 敏城 粟飯原 賢一 
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循環器内科     添木 武 

血液内科 中村 信元  中村 信元   

消化器内科   河野 豊   

乳腺・甲状腺外科     坂本 晋一 

消化器外科   吉川 幸造   

放射線科    新家 崇義  

 

 

(3) 美波町国民健康保険美波病院での診療 

阿南医療センターに対する美波病院から診療支援要請に対応する目的で、本講座業務の一環として、粟飯

原が火曜日の午前、乙田が火曜日と金曜日の午後に内科外来を行なっています。専門診療が必要な患者に

対しては、阿南医療センター、県立海部病院、徳島赤十字病院、徳島大学病院に紹介し、診療連携体制をとっ

ています。 

 

５ 社会貢献 

講演活動・会議開催・患者会活動など 

 

1. 2022 年 4 月 8日-9日 

日本心エコー図学会 第 33 学術集会（島根 Webハイブリッド）<ランチョンセミナー７> 

「心不全合併心房細動のベストストラテジーを考える」 （講師：添木武） 

 

2. 2022 年 4 月 15 日  

阿南地区エリアWeb 講演会 

「非循環器専門医のための心房細動診療のトレンド」 （講師：添木武） 

 

3. 2022 年 5 月 12 日 パークウエストンホテル 

徳島県整形外科医のためのナレッジセミナー 

「当院における血友病性関節症エコー検査の現状」 （講師：中村信元） 

 

4. 2022 年 5 月 26日  

美馬市医師会講演会 

「高齢者心房細動の治療戦略」 （講師：添木武） 

 

5. 2022 年 6月 30 日 web 

CML治療の最先端 -日常診療への応用-  （パネリスト：中村信元） 

 

6. 2022 年 6月 30 日 web 

Heart Disease WEB Conference 

「心不全合併心房細動の最適な治療戦略を考える」 （講師：添木武） 

 

7. 2022 年 7月 15 日 web 

四国造血器腫瘍研究会 2022 -LYMPHOMA-   「R2症例報告」 （講師：中村信元） 

 

8. 2022 年 7月 27日 web 

KOWA webカンファレンス 

「肝心合併症予防の視点からみた脂質管理の意義」  （講師：粟飯原賢一） 
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9. 2022 年 8月 5 日  

徳島糖尿病合併症対策カンファレンス 

「糖尿病と不整脈 －心房細動との関係を中心に－」 （講師：添木武） 

 

10. 2022 年 8月 9日web 

ポマリスト+アベクマwebセミナー 臨床データから考える Immune-based Therapyの位置づけ 

（パネリスト：中村信元） 

 

11. 2022 年 8月 24 日 JRホテルクレメント徳島 

第 10回MetSフォーラム徳島 

「血管内皮機能保護の視点から見た糖尿病薬物療法」 （講師：粟飯原賢一） 

 

12. 2022 年 8月 26日  

Arrhythmia specIalist Seminar IN Yamaguchi (YA-ISHIN) 

「心不全合併心房細動の最適な治療法を考える」 （講師：添木武） 

 

13. 2022 年 8月 27日  

第 55回ペーシング治療研究会（岡山） <スポンサードセミナー1> 

「心不全合併心房細動の最適な治療戦略を考える」 （講師：添木武） 

 

14. 2022 年8月29日 web 

徳島県南部連携感染症webセミナー2022 

「急性上気道炎・下痢症に対する抗菌薬の 適正使用」 （講師：中村信元） 

 

15. 2022 年9月13 日 

KOWA web カンファレンス 

「新しい動脈硬化性疾患予防ガイドラインで糖尿病の脂質管理がどう変わるのか？」 

（講師：粟飯原賢一） 

 

16. 2022 年9月21 日徳島グランヴィリオホテル 

徳島県病院薬剤師会学術講演会 

「心肝腎臨床指標に基づいた糖尿病診療」 (講師：粟飯原賢一) 

 

17. 2022 年9月27日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「生活習慣病に負けないからだづくり講座」  （講師：湯浅智之） 

 

18. 2022 年10 月6日 ザ・グランドパレス徳島 

第27回徳島総合診療研究会  

「日常糖尿病診療における腎関連合併症に効果があったのは何か？-腎性貧血への対策-」 

（講師：粟飯原賢一） 

 

19. 2022 年10 月15 日 web 

第 5回中国四国胸部放射線研究会 (世話人：新家崇義) 

 

20. 2022 年10 月18日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「生活習慣病に負けないからだづくり講座」  （講師：湯浅智之） 
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21. 2022 年 11 月 5 日  

第 2回日本不整脈心電学会 中国・四国支部地方会 （会長：添木武） 

 

22. 2022 年11 月10 日 

Sanofi Diabetes 1 Day Webinar （座長・パネリスト：粟飯原賢一） 

 
23. 2022 年11 月20 日 web 

Selista Sunday Wellness Breeze    

「糖尿病診療における血管内皮機能と AGEsの意義」 (講師：粟飯原賢一) 

 

24. 2022 年11 月25 日 web  

Tokushima Hematology Forum (ディスカッサント：中村信元) 

 

25. 2022 年11 月25 日 web 

徳島南部エリアDKDカンファレンス 

「糖尿病性腎症関連バイオマーカーと進展予防のためにとれる手立て」 (講師：粟飯原賢一) 

 

26. 2022 年11 月26日 

第9回高知家黒潮カンファレンス  

「Laboratory hematology へのお誘い 」-ルーチン検査での多発性骨髄腫の発見法-  (講師：中村信元) 

 

27. 2022 年12 月4 日 徳島大学大塚講堂 

第137回日本医学放射線学会中国・四国地方会 （事務局長：新家崇義） 

 

28. 2022 年12 月9日 web  

中国・四国再生不良性貧血カンファレンス (ディスカッサント：中村信元) 

 

29. 2022 年12 月20 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「生活習慣病に負けないからだづくり講座」  （講師：湯浅智之） 

 

30. 2023 年2 月3 日 徳島大学病院 日亜ホールwhite 

2022 年度肥満・糖尿病研究クラスター・ミニリトリート (研究代表：粟飯原賢一) 

 

31. 2023 年2 月14 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「生活習慣病に負けないからだづくり講座」  （講師：湯浅智之） 

  

32. 2023 年 2 月 27日  

バイエル薬品WEB講演会 

「心不全合併心房細動の最適な治療戦略を考える」 （講師：添木武） 

 

33. 2023 年3 月28日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「生活習慣病に負けないからだづくり講座」  （講師：湯浅智之） 

 

34. 2023 年3 月 徳島県糖尿病療養指導士研修会 

「糖尿病治療の治療指針」  （講師：湯浅智之） 
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６ 活動写真 

 

 
 

第2回日本不整脈心電学会 中国・四国支部地方会

第22回日本糖尿病インフォマティクス学会 Sanofi Diabetes 1 Day Webinar

日本糖尿病学会中国四国地方会第60回総会 2022年度肥満・糖尿病研究クラスター・ミニリトリート

Kowa Webカンファレンス 国際高血圧学会ISH2022 Kyoto

第3回日本核医学会中国・四国支部会
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第 39 回日本呼吸器外科学会学術集会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテーテルアブレーション関連秋季大会 2022 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


